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平成 29 年５月 10 日 

各 位 

 

会 社 名 ウェーブロックホールディングス株式会社 

代表者名 代表取締役兼執行役員社長 木根渕 純 

 （コード番号：7940 東証第二部） 

問合せ先 取締役兼執行役員管理本部長    石原 智憲 

 （TEL.03-6830-6000） 

 

配当方針変更に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29 年５月 10 日開催の取締役会において、配当の基本方針の変更について下記のとおり決議

いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 配当方針の変更理由 

東京証券取引所市場第二部への上場に伴い、株主への利益還元姿勢を明確にするため。 

 

２． 変更内容 

（変更前） 

当社は株主への利益還元と事業価値最大化のための再投資の適切なバランスを取ることが、経

営の最重要課題のひとつであると認識しております。 

利益配分については、一般的な配当性向等を勘案しつつ、安定的な配当を実行・維持すること

を基本としながら、企業収益成長時の増配、株式分割や自己株式の購入等を通じて株主に対して

報いていく所存であります。 

当期の配当については、株式が非上場であり、事業基盤の構造改革ならびに将来にわたる企業

価値向上を図っていくために内部留保を高めることが肝要であると判断し、当期末配当につき

ましても無配とさせていただくことといたしました。内部留保資金は、経営基盤の一層の強化に

向け、研究開発活動および事業拡大にために投資等の原資として有効に活用していく所存です。 

当社は中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針とし、「会社法第 459

条第１項の規程に基づき、法令に別段の定めのある場合を除き、取締役会の決議をもって剰余金

の配当を行う。」旨を定款に定めております。 
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（変更後） 

当社は株主への利益還元と事業価値最大化のための再投資の適切なバランスを取ることが、経

営の最重要課題のひとつであると認識しております。 

利益配分については、負ののれん償却額の影響を考慮した配当性向（※）が 20％から 30％と

なることを目安にしつつ、安定的な配当を実行・維持する（配当性向を意識するがあまり、利益

に応じて増配や減配を繰り返すことはしない）ことを基本方針としながら、株式分割や自己株式

の購入等を含めて株主に対して報いていく所存であります。 

なお、当社は中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針とし、「会社

法第 459 条第１項の規定に基づき、法令に別段の定めのある場合を除き、取締役会の決議をもっ

て剰余金の配当等を行う。」旨を定款に定めております。 

 

 

※負ののれん償却額の影響を考慮した配当性向 

  ＝ 配当総額 ／ （ 親会社株主に帰属する当期純利益 － 負ののれん償却額 ） 

 

 

〈ご参考〉 

平成 29 年３月期の配当については、基準日時点では当社の株式が非上場であったことを考慮

して無配といたしましたが、平成 30 年３月期の配当につきましては、第２四半期末、期末でそ

れぞれ 1 株あたり 12 円（通期 24 円）の配当を行うことを見込んでおります。この場合の負のの

れん償却額の影響を考慮した配当性向は、27.2％となります。 

 

基準日 

1 株あたり配当金（円） 

第２四半期末 期 末 合 計 

平成 29 年３月期 － － － 

平成 30 年３月期（予想） 12 円 12 円 24 円 

 

 

以上 


